
飛騨高山観光特集

世界・日本遺産で魅力度アップ
ユ
ネ
ス
コ

無
形
文
化
遺
産
　

高
山
祭
の
屋
台
行
事

ユネスコ無形文化遺産登録・
日本遺産認定に
　　　　寄せて

高
山
市
長
　

國
島
　

芳
明
氏重

要
な
観
光
資
源
の
一
つ

保
存
、承
継
に
力

文
化
財
活
用
の
観
光
地
に

飛
騨
の
大
祭

飛
騨
の
神
々
集
う


年
振
り
の
斎
行

高山市観光連絡協議会　一般社団法人飛騨・高山コンベンション協会

年は％増の万人
過去最高を記録　　　
ベトナムが驚異的伸び

外
国
人
宿
泊
者

４
月

、

日
に

屋
台
総
曳
き
揃
え
年ぶり

　
ト
ピ
ッ
ク
　

高
山
と
木
曽
町
が

広
域
連
携
の
動
き

高
根
ト
ン
ネ
ル
開
通
で

（７） 第２８８６号第３種郵便物認可２０１７年（平成２９年）４月１日（土曜日）

　
江
戸
時
代
の
面
影
を
残
す
古
い
町
並
が
魅
力
の
飛
騨
高
山
（
岐
阜

県
高
山
市
）
。
特
に
春
と
秋
の
「
高
山
祭
」
は
屋
台
の
豪
華
絢
爛
さ

が
観
光
客
の
心
を
捉
え
て
い
る
。
そ
の
高
山
祭
の
屋
台
行
事
が
昨
年


月
、
ユ
ネ
ス
コ
（
国
連
教
育
科
学
文
化
機
関
）
の
無
形
文
化
遺
産

に
登
録
さ
れ
た
。
ま
た
、
飛
騨
高
山
の
伝
統
文
化
は
日
本
遺
産
に
も

認
定
さ
れ
て
お
り
、
二
つ
の
遺
産
誕
生
で
、
飛
騨
高
山
の
観
光
は
こ

れ
ま
で
以
上
に
注
目
を
集
め
そ
う
だ
。

　
高
山
市
を
起
点
に
長
野
県
伊
那

市
高
遠
町
を
結
ぶ
、
国
道
３
６
１

号
の
高
根
ト
ン
ネ
ル
（
全
長
１
９

８
１
㍍
）
が
４
月

日
に
開
通
す

る
予
定
だ
が
、
こ
れ
を
機
に
、
高

山
市
と
長
野
県
木
曽
町
と
の
間
で

広
域
観
光
連
携
の
動
き
が
出
て
い

る
。

　
３
６
１
号
は
国
道
１
５
２
号
、

１
５
３
号
、

号
、

号
と
連
絡

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
長
野
県
南

部
の
木
曽
・
伊
那
地
域
と
飛
騨
地

域
の
み
な
ら
ず
、
関
東
、
中
部
、

北
陸
を
結
ぶ
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

と
し
て
の
重
要
な
役
割
を
担
う
路

線
だ
。

　
高
根
ト
ン
ネ
ル
の
開
通
に
よ
っ

て
、
飛
騨
路
（
飛
騨
街
道
）
～
木

曽
路
（
中
山
道
）
～
伊
那
路
を
結

ぶ
ル
ー
ト
が
で
き
る
。
木
曽
町
観

光
協
会
は
も
ち
ろ
ん
、
飛
騨
・
高

山
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
も

「
新
た
な
観
光
ル
ー
ト
と
し
て
期

待
で
き
る
」
と
し
て
、
両
組
織
は

広
域
観
光
連
携
を
視
野
に
入
れ
て

い
る
。

　
既
に
、
高
山
～
木
曽
間
の
観
光

タ
ク
シ
ー
プ
ラ
ン
も
計
画
さ
れ
て

お
り
、
両
地
域
の
距
離
は
グ
ッ
と

縮
ま
り
そ
う
だ
。

夜
の
高
山
祭
。
宵
闇
に
浮
か
ぶ
姿

も
ま
た
格
別
だ

外
国
人
の
姿
も
目
立
つ
古
い
町
並

ユネスコ無形文化遺産に登録された高山祭の屋台行事（山王祭）

総
曳
き
揃
え
の
ポ
ス
タ
ー

　
飛
騨
一
円
の
神
々
が
集
う
「
飛

騨
の
大
祭
」
が
５
月
３
～
６
日
、

飛
騨
一
宮
水
無
神
社
で
開
か
れ

る
。
１
９
６
０
年
以
来
、
実
に


年
振
り
と
な
る
斎
行
だ
。

　
飛
騨
の
大
祭
は
、
主
催
す
る
神

社
が
飛
騨
国
中
の
神
社
（
神
輿
や

祭
り
行
列
）
を
招
請
し
て
、
天
下

泰
平
、
五
穀
豊
穣
な
ど
を
祈
願
す

る
飛
騨
地
方
独
自
の
祭
り
で
「
全

国
で
も
類
を
見
な
い
神
事
」
（
飛

騨
一
宮
水
無
神
社
大
祭
奉
賛
会
）

と
い
う
。
そ
の
起
源
は
飛
騨
一
宮

水
無
に
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
江
戸

時
代
に
飛
騨
地
方
で
発
生
し
た
大

規
模
一
揆
「
大
原
騒
動
」
に
よ
っ

て
荒
廃
し
た
同
社
の
神
殿
を
大
造

営
し
、安
永
８
年（
１
７
７
９
年
）

の
竣
工
遷
座
祝
祭
で
飛
騨
国
中
の

代
表
神
社
を
招
請
し
、
３
日
間
に

及
ぶ
大
祭
り
が
行
わ
れ
た
。

　
騒
動
で
疲
弊
し
た
飛
騨
人
の
心

機
を
奮
い
起
こ
し
た
様
子
か
ら
、

世
相
の
凶
し
き
を
吉
に
返
す
世
直

し
の
祭
り
と
し
て
、
そ
れ
以
来
今

日
に
至
る
ま
で
、
飛
騨
各
地
の
神

社
に
お
い
て
不
景
気
の
時
や
異
変

の
後
に
斎
行
さ
れ
て
き
た
。

　
ま
た
、
大
祭
に
関
連
し
て
、
フ

ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
も
行
わ
れ
る
。

　
問
い
合
わ
せ
は
同
奉
賛
会
、
☎

０
５
７
７
（
５
３
）
２
５
０
１
。

　
ユ
ネ
ス
コ
は
昨
年

月
１
日
、

「
山
・
鉾（
ほ
こ
）・
屋
台
行
事
」

を
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
す
る
こ

と
を
決
め
た
。
高
山
祭
の
屋
台
行

事
を
は
じ
め
、
東
北
か
ら
九
州
ま

で

府
県
の

行
事
が
対
象
と
な

っ
た
。
い
ず
れ
も
地
域
色
豊
か
な

伝
統
行
事
ば
か
り
だ
。

　
岐
阜
県
か
ら
は
高
山
祭
の
屋
台

行
事
の
ほ
か
、
古
川
祭
の
起
し
太

鼓
・
屋
台
行
事
（
飛
騨
市
）
と
大

垣
祭
の

行
事
（
大
垣
市
）
も
登

録
さ
れ
た
。

　
無
形
文
化
遺
産
は
芸
能
や
祭

り
、
伝
統
工
芸
技
術
な
ど
が
対
象

と
な
り
、
有
形
の
文
化
財
の
保
護

・
継
承
を
目
的
と
し
た
世
界
遺
産

と
は
異
な
る
。
日
本
の
無
形
文
化

遺
産
は
今
回
の
「
山
・
鉾
・
屋
台

行
事
」の
ほ
か
、能
楽
や
歌
舞
伎
、

和
食
、
和
紙
な
ど

件
が
あ
る
。

　
山
・
鉾
・
屋
台
行
事
は
山
や
鉾

な
ど
の
山
車
を
担
い
だ
り
曳
い
た

り
し
て
街
中
を
練
り
歩
く
祭
礼
の

こ
と
。
地
域
の
安
泰
や
発
展
を
願

い
、
災
い
を
除
き
た
い
と
い
う
住

民
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　
高
山
祭
は
京
都
の
祇
園
祭
、
埼

玉
・
秩
父
の
秩
父
祭
り
と
並
ぶ
日

本
三
大
美
祭
の
一
つ
。

　
高
山
祭
の
う
ち
、
春
の
訪
れ
を

告
げ
る
の
が
「
山
王
祭
」
で
、
旧

高
山
城
下
町
の
南
半
分
の
氏
神
様

で
あ
る
日
枝
神
社
（
山
王
様
）
の

例
祭
を
い
う
。
毎
年
４
月

、


日
に
行
わ
れ
る
。
絢
爛
豪
華
な
屋

台

台
が
安
川
通
り
の
南
側
・
上

町
に
曳
き
揃
え
ら
れ
、
「
動
く
陽

明
門
」
と
い
わ
れ
る
見
事
な
姿
を

披
露
す
る
。

　
特
に
、
宮
川
に
架
か
る
赤
色
の

中
橋
を
ゆ
っ
く
り
と
渡
る
様
は
桜

と
も
相
ま
っ
て
息
を
の
む
ほ
ど
美

し
い
。

　
３
台
の
屋
台
に
よ
る
か
ら
く
り

奉
納
は
、
人
形
の
劇
的
な
変
化
や

ア
ク
ロ
バ
テ
ィ
ッ
ク
な
動
き
が
見

事
だ
。
ま
た
、

日
の
夜
祭
は
お

よ
そ
１
０
０
個
の
提
灯
を
付
け
た


台
の
屋
台
が
町
を
め
ぐ
り
、
宵

闇
に
浮
か
ぶ
姿
は
こ
れ
ま
た
美
し

い
。

　
秋
の
「
八
幡
祭
」
は
北
半
分
の

氏
神
様
で
あ
る
桜
山
八
幡
宮
、
実

り
の
秋
に
感
謝
し
て
開
催
さ
れ
る

例
祭
。
毎
年

月
９
、

日
に
行

わ
れ
る
。

　
高
山
祭
の
屋
台
行
事
が
世
界
遺

産
に
な
っ
た
こ
と
を
記
念
し
て
、

今
年
４
月

、

日
、
「
高
山
祭

屋
台
の
総
曳
き
揃
え
」
（
主
催
・

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録
記

念「
高
山
祭
屋
台
の
総
曳
き
揃
え
」

実
行
委
員
会
）
が
行
わ
れ
る
。

　
春
の
高
山
祭
の
屋
台

台
と
、

秋
の
高
山
祭
の
屋
台

台
の
計


台
が
同
じ
場
所
に
曳
き
揃
え
ら
れ

る
も
の
で
、
「

年
ぶ
り
の
一
大

イ
ベ
ン
ト
」
と
飛
騨
・
高
山
観
光

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
。

　
会
場
は
春
と
秋
の
高
山
祭
の
祭

礼
地
域
内
で
、

日
は
９
～

時

が
曳
き
揃
え
、

～

時
が
夜
の

屋
台
曳
き
廻
し
と
な
り
、こ
の
間
、

午
前
と
午
後
に
各
１
回
、
か
ら
く

り
実
演
が
行
わ
れ
る
。

日
も
同

じ
だ
が
、
夜
の
屋
台
曳
き
廻
し
は

な
い
。

　
昨
年
春
、
市
制
施
行

周
年
を

記
念
し
て
、
高
山
陣
屋
前
で
春
と

秋
の
か
ら
く
り
屋
台
を
同
じ
場
所

で
競
演
し
た
「
高
山
祭
屋
台
か
ら

く
り
競
演
」が
初
め
て
行
わ
れ
た
。

今
回
の
総
曳
き
揃
え
も
そ
れ
に
続

く
大
イ
ベ
ン
ト
で
、
滅
多
に
見
ら

れ
な
い
、貴
重
な
機
会
と
い
え
る
。

　
高
山
を
中
心
と
し
た
周
辺
地
域

に
は
白
川
郷
や
石
川
県
の
金
沢
、

富
山
県
の
五
箇
山
な
ど
、
古
き
良

き
日
本
を
伝
え
る
歴
史
的
建
造
物

や
自
然
、
伝
統
工
芸
、
食
文
化
な

ど
が
連
綿
と
受
け
継
が
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の

地
域
は
国
際
的

に
も
評
価
が
高

い
。
五
箇
山
と

白
川
郷
の
合
掌

造
り
集
落
は
ユ

ネ
ス
コ
の
世
界

遺
産
に
登
録
さ

れ
久
し
い
が
、

昨
年

月
に
は

高
山
の
屋
台
行

事
（
高
山
祭
）

も
ユ
ネ
ス
コ
無

形
文
化
遺
産
に

登
録
さ
れ
、
俄

然
注
目
を
浴
び

て
い
る
。当
然
、

外
国
人
も
関
心

を
示
し
、
高
山

を
訪
れ
る
観
光

客
も
増
加
傾
向

に
あ
る
。

　
高
山
市
に
よ

る
と
、
２
０
１

６
年
の
外
国
人

延
べ
宿
泊
者
数
は
前
年
比

％
増

の

万
１
２
５
３
人
と
な
り
、
過

去
最
高
を
記
録
し
た
。
積
極
的
な

誘
致
に
加
え
、
フ
リ
ー
Ｗ
ｉ
―
Ｆ

ｉ
な
ど
受
け
入
れ
態
勢
の
整
備

で
、
外
国
人
観
光
客
も
ス
ト
レ
ス

な
く
快
適
な
旅
が
で
き
る
環
境
づ

く
り
の
成
果
が
表
れ
て
い
る
。

　
最
も
多
い
の
は
台
湾
で
、

年

は
８
万
９
１
１
１
人
（
前
年
比


・
８
％
増
）
が
高
山
を
訪
れ
た
。

こ
れ
に
香
港
の

５
万
８
０
７
０

人
（
同

・
１

％
増
）
、
タ
イ

の
３
万
５
２
０

８
人
（
同

・

８
％
増
）
が
続

く
。
中
国
人
も

３
万
２
４
６
５

人
（
同

・
５

％
増
）
と
タ
イ

に
迫
る
勢
い

だ
。

　
驚
異
的
な
伸

び
を
み
せ
て
い

る
の
が
ベ
ト
ナ

ム
。

年
は
わ

ず
か
４
０
５
人

に
す
ぎ
な
か
っ

た
が
、

年
は

５
０
２
２
人
と

一
気
に
増
え

た
。

　
ち
な
み
に
、


年
の
観
光
客

数
は
前
年
比
約
４
％
増
の
４
５
１

万
１
千
人
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
最

高
だ
っ
た

年
の
４
３
４
万
５
千

人
を
上
回
り
、
こ
れ
ま
た
過
去
最

高
を
記
録
し
た
。

　
高
山
市
に
春
の
訪
れ
を
告
げ
る

春
の
高
山
祭
（
山
王
祭
）
が
今
年

も
４
月

日
・

日
の
２
日
間
に

わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
高
山
祭
に
つ
い
て
は
、
昨

年
う
れ
し
い
知
ら
せ
が
届
き
ま
し

た
。
そ
れ
は
、
「
高
山
祭
の
屋
台

行
事
」
を
含
む
全
国
の
「
山
・
鉾

・
屋
台
行
事
」

件
が
、
ユ
ネ
ス

コ
の
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ

た
こ
と
で
す
。

　
こ
れ
は
当
市
に
と
っ
て
悲
願
で

あ
り
、
高
山
祭
の
継
承
に
ご
尽
力

い
た
だ
い
て
い

る
市
民
の
皆
様

や
関
係
団
体
の

皆
様
と
大
い
に

喜
ん
だ
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま

す
。

　
高
山
祭
は
当

市
に
お
け
る
伝

統
文
化
の
象
徴
で
あ
る
と
同
時

に
、
当
市
の
重
要
な
観
光
資
源
の

ひ
と
つ
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
屋

台
行
事
を
支
え
る
屋
台
は
、
当
市

の
貴
重
な
文
化
財
で
も
あ
り
ま
す

の
で
、
今
後
さ
ら
に
そ
の
付
加
価

値
を
高
め
る
と
と
も
に
、
将
来
に

わ
た
っ
て
保
存
し
、
後
世
に
伝
え

て
行
け
る
よ
う
、
地
域
の
皆
様
と

協
力
し
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
今
年
の
４
月

日
・

日
に
は
、

こ
の
ユ
ネ
ス
コ
登
録
を
記
念
し
た

「
高
山
祭
屋
台
の
総
曳
き
揃
え
」

を
開
催
し
ま
す
。
春
と
秋
の
高
山

祭
の
全
屋
台

台
が
同
じ
場
所
に

曳
き
揃
え
ら
れ
る

年
ぶ
り
の
一

大
イ
ベ
ン
ト
で
す
。関
係
者
一
同
、

高
山
祭
の
魅
力
を
多
く
の
皆
様
に

体
感
い
た
だ
け
る
よ
う
準
備
を
進

め
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧

い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　
ま
た
、
昨
年
は
「
飛
騨
の
匠

（
た
く
み
）
の
技
・
こ
こ
ろ
―
木

と
と
も
に
、
今
に
引
き
継
ぐ
１
３

０
０
年
」
が
日
本
遺
産
に
認
定
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
山
国
「
飛
騨
」
な
ら

で
は
の
「
木
を
生
か
す
」
文
化
が

現
代
に
受
け
継
が
れ
て
き
た
ス
ト

ー
リ
ー
が
認
定
さ
れ
た
も
の
で
、

主
な
構
成
文
化
財
に
は
、
国
宝
安

国
寺
の
経
蔵
や
飛
騨
国
分
寺
、
高

山
城
ゆ
か
り
の
建
築
群
、
日
下
部

家
住
宅
や
吉
島
家
住
宅
な
ど
近
代

の
名
工
の
建
築
物
や
、
高
山
祭
屋

台
な
ど
が
含
ま
れ
ま
す
。

　
２
０
１
７
年
度
は
、
こ
れ
ら
の

文
化
財
の
詳
細
な
調
査
・
研
究
や
、

ガ
イ
ド
の
育
成
、
市
内
に
点
在
す

る
文
化
財
を
周
遊
し
て
い
た
だ
く

た
め
の
モ
デ
ル
コ
ー
ス
の
設
定
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用
し
た
情

報
提
供
シ
ス
テ
ム
の
導
入
な
ど
、

文
化
財
を
活
用
し
た
観
光
地
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

　
さ
て
、
昨
年
、
高
山
市
を
訪
れ

た
観
光
客
は
４

５
１
万
１
千

人
、
外
国
人
宿

泊
者
数
は

万

１
千
人
と
な

り
、
と
も
に
過

去
最
高
を
記
録

し
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
都
会
に

は
な
い
、古
き
良
き
日
本
の
歴
史
、

伝
統
文
化
が
評
価
さ
れ
た
結
果
だ

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
こ

の
大
切
な
資
源
を
し
っ
か
り
守
る

と
共
に
、
大
い
に
活
用
し
、
観
光

客
誘
致
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。


